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ーみんなが安心して、しあわせに暮らせる地域づくりー
塩尻市社協キャラクター

しおりん

　少子高齢化が進む現在。「住み慣れた地域で自分
らしい暮らしを、人生の最後まで続けたい。」とい
う願いを持っている方が、地域には多いのではな
いでしょうか。そんな願いを確実な未来として実

現するために、塩尻市内には、福祉や介護分野を
盛り上げ、活躍している若者が大勢います。今回
はそれぞれの仕事や思い、未来に懸ける思いをお
聞きしました。

マスク越しでも伝わるくらいの
� 「笑顔」を大切にしたい

常にレベルアップし、いつか
地域や福祉の世界に恩返しがしたい

P2　福祉×営業職

P3　福祉×楽しい

P4　福祉×インターンシップ

P4　福祉×若い力

「楽しんで帰ってもらえる」
サービスを提供できる

� 介護員を目指したい

人に寄り添える介護職員になりたい
�自分の存在が、誰かの手助けになればいい

塩尻市社協ホームページアドレス　https://www.shiojirishakyo.or.jp/
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福祉×営業職

　
「
よ
り
多
く
の
人
と
関
わ
り
た
い
」「
福
祉
の

世
界
で
の
営
業
を
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
現
在
の
職
場
で
働
い
て
四
年
目
に
な
り
ま

す
。

　
現
在
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
や
そ
の
ご
家
族

か
ら
お
話
を
伺
い
、
そ
の
方
々
に
あ
っ
た
福
祉

用
具
を
提
案
す
る
仕
事
で
す
。
提
案
す
る
福
祉

用
具
は
、
手
す
り
や
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
車
い
す

も
あ
れ
ば
、
食
事
や
排
泄
な
ど
で
使
用
す
る
日

用
品
ま
で
様
々
で
す
。
大
変
種
類
も
多
く
、

日
々
変
化
し
て
い
く
の
で
、
一
か
ら
覚
え
る
こ

と
も
多
い
で
す
。
ま
た
、
利
用
す
る
人
の
感
覚

を
大
切
に
し
た
い
の
で
、
実
際
に
オ
ム
ツ
や
介

護
食
を
体
験
す
る
こ
と
も
。

　
営
業
職
な
の
で
、
当
然
目
標
（
ノ
ル
マ
）
は

あ
り
ま
す
。
厳
し
い
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す

が
、
数
値
で
評
価
し
て
も
ら
え
る
か
ら
こ
そ
、

自
分
へ
の
評
価
も
分
か
り
や
す
い
で
す
し
、
や

り
が
い
も
あ
る
。
最
初
の
一
、二
年
は
、
自
分

を
覚
え
て
も
ら
う
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
で

精
一
杯
で
し
た
。
福
祉
用
具
、
い
わ
ゆ
る
物
の

扱
い
は
他
社
さ
ん
も
同
じ
で
す
。
同
じ
物
を
取

り
扱
う
中
で
自
分
た
ち
の
会
社
の
物
を
取
り

扱
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
す
る
の
か
。
差

別
化
を
ど
う
す
る
か
。
そ
こ
に
は
、
信
頼
関
係

は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
丁
寧
な

対
応
や
柔
軟
性
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
一
つ
ひ
と
つ
を
コ
ツ
コ
ツ
と
丁
寧
に
対
応

を
し
、
利
用
者
や
そ
の
ご
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
で
、
三
年
目
、

四
年
目
は
、
県
内
事
業
所
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
営
業
成
績
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
仕
事
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

　
仕
事
を
し
て
い
る
中
で
、
利
用
者
の
お
子
さ

ん
に
、「
宮
川
さ
ん
の
仕
事
を
し
て
み
た
ら
ど

う
？
」
と
自
分
の
仕
事
を
進
路
の
一
つ
と
し
て

紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
用
具
の
提
案
を
し
た
こ

と
で
「
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
け
て
、
や
り
が
い
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
人
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
自
ら
が
望
ん

で
進
ん
だ
道
で
す
が
、
日
々
勉
強
で
す
し
、
予

想
外
の
こ
と
も
発
生
し
ま
す
し
、
厳
し
い
声
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
の
は
「
あ
り
が
と
う
」

「
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
く
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ
が
次
の

仕
事
へ
の
糧
と
な
り
、
や
り
が
い
と
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

福祉用具専門相談員
「利用者の感覚」を大切にしながら、
できないことができるようになるため
の支援をしたい。

宮
みや

川
がわ

 直
なお

樹
き

 さん
（サクラケア塩尻店 勤務）
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福祉×楽しい

　
中
学
三
年
生
の
時
に
、
偶
然
テ
レ
ビ
で
外
国

の
介
護
士
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
目
に
し
た

こ
と
で
、
福
祉
や
介
護
の
世
界
を
目
指
し
、
塩

尻
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
へ
就
職
し
ま
し
た
。

最
初
の
配
属
先
は
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
で
、
利
用

さ
れ
る
方
一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り
接
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
食
事

作
り
が
自
分
に
と
っ
て
の
課
題
。
そ
れ
ま
で
料

理
を
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
味
噌
汁

の
味
は
こ
の
く
ら
い
で
い
い
の
か
？
と
い
つ
も

悩
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
（
笑
）
そ
の
後

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
異
動
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
比
べ
て
、
日
々
の
業
務
に
圧
倒
さ

れ
、
利
用
者
と
の
関
り
が
ど
う
し
て
も
薄
く

な
っ
て
い
た
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

　
実
は
、
そ
の
後
、
不
動
産
業
界
の
営
業
職
に

転
職
し
ま
し
た
。
で
も
自
分
に
営
業
職
は
合
わ

な
い
な
…
と
。
違
う
世
界
に
移
っ
て
、
初
め

て
「
介
護
職
、
楽
し
か
っ
た
な
」
っ
て
思
っ
た

ん
で
す
。
や
は
り
福
祉
や
介
護
の
世
界
に
戻
り

た
い
。
戻
る
な
ら
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
働
き
た
い
と
思
い
、
現
在
の
職
場

に
就
職
し
ま
し
た
。
驚
い
て
い
る
の
は
、
現
在

の
職
場
は
お
客
様
（
利
用
者
）
を
楽
し
ま
せ
よ

う
と
い
う
思
い
が
す
ご
い
。
と
に
か
く
季
節
の

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
力
の
入
れ
方
が
半
端
じ
ゃ

な
く
（
笑
）
と
に
か
く
「
楽
し
む
」
心
を
大
切

に
し
て
皆
さ
ん
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
も

二
月
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
担
当
だ
っ
た
の
で
す

が
、「
今
年
の
豆
ま
き
は
一
味
違
う
」「
今
年
の

鬼
は
迫
力
が
あ
っ
た
ね
」
と
利
用
者
か
ら
感
想

が
も
ら
え
た
と
き
は
、
素
直
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
利
用
者
の
中
に
「
楽
し
か
っ
た
」「
よ

か
っ
た
」
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
る
か
ら
こ
そ

「
ま
た
行
き
た
い
」
と
継
続
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
施
設
に
な
る
の
か
な
と
感
じ
ま
す
。

や
は
り
自
分
た
ち
も
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
様
子
を
見
る
と
「
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
や
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
」
と
張
り
合
い
が
生

ま
れ
て
、「
介
護
職
っ
て
楽
し
い
」
と
い
う
思

い
に
つ
な
が
る
。「
楽
し
む
」
気
持
ち
は
、
利

用
者
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
に
も
必
要
な
も

の
だ
と
、
改
め
て
こ
の
事
業
所
に
き
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　
違
う
世
界
を
み
て
気
づ
い
た
「
介
護
職
楽
し

い
な
」
と
い
う
思
い
を
、
今
は
満
喫
で
き
る
よ

う
に
、
日
々
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

介護福祉士
「介護職が楽しかった」

違う世界に身を置いて改めて感じた、
� “人と関わる”ということへの魅力

小
こばやし

林 幸
こう

輔
すけ

 さん
（ツクイ塩尻デイサービスセンター 勤務）
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高
校
生
の
時
に
「
人
と

関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」

と
思
い
、
様
々
な
人
か
ら

の
勧
め
も
あ
っ
て
、
福

祉
・
介
護
の
世
界
に
飛
び

込
み
ま
し
た
。
当
時
は
、

福
祉
・
介
護
の
勉
強
を
し

て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、

飛
び
込
み
た
く
て
も
不
安

し
か
な
か
っ
た
時
、
塩
尻

て
よ
う
と
し
て
く

れ
て
い
る
法
人

に
、
ま
た
人
材
不

足
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
福
祉
・
介
護

の
世
界
に
、
恩
返

し
が
で
き
る
よ

う
、
少
し
で
も
尽

力
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
た
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
実
際
の
現
場
は

実
習
と
は
違
い
、
福
祉
・
介
護
の
勉
強
は
も
ち
ろ

ん
、
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
の
が
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現

在
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ
れ
四
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
、
介
護
職
員
初

任
者
研
修
を
修
了
し
、
実
務
経
験
を
積
み
、
今
後

は
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
人
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
思
い
だ

け
で
飛
び
込
み
、
知
識
や
技
術
も
な
い
自
分
を
育

福祉・介護現場の人材不足に、自分が少しでも尽力できたら

江
え

口
ぐち

　裕
ゆう

果
か

 さん

インターンシップ受付中！
　これから福祉・介護の世界で働きたいと思う方、参加してみませんか？
詳細はホームページをご覧ください。

　
福
祉
や
介

護
の
仕
事
が

し
た
い
と
思

う
き
っ
か
け

は
各
々
違
い

ま
す
が
、
人

に
寄
り
添
う

仕
事
が
し
た

い
と
い
う
思

い
は
一
緒
で

す
。
今
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
働
か
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
実
務
経
験
を
養
っ
て
い
ま

す
。
実
際
の
現
場
は
、
座
学
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚

く
毎
日
で
、
個
人
個
人
へ
の
介
護
の
や
り
方
も
違

い
、
勉
強
の
毎
日
で
す
。
教
科
書
通
り
に
は
い
か

な
い
こ
と
ば
か
り
。

　
福
祉
や
介
護
の
仕
事
に
触
れ
て
、
世
間
に
あ
ふ

れ
る
「
大
変
さ
」
や
「
辛
さ
」
も
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
以
上
に
、
人
へ
の
思
い

や
り
や
「
あ
り
が
と
う
」
の
感
謝
の
気
持
ち
に
触

れ
て
、
人
に
寄
り
添
え
て
い
る
、
手
助
け
が
で
き

て
い
る
と
い
う
感
覚
に
、
こ
の
世
界
に
思
い
切
っ

て
飛
び
込
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
修
了

を
目
指
し
、
実
際
に
働
き
な
が
ら
、
様
々
な
資
格

を
取
得
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
利
用
者
や

そ
の
ご
家
族
に
寄
り
添
い
手
助
け
が
で
き
る
よ
う

な
職
員
に
な
り
た
い
で
す
。

福祉
×

インタ
ーンシ

ップ

福祉
×

若い力

福祉・介護の世界で活躍できる人材になりたい

（左）宮
みや

下
した

　晶
あき

江
え

 さん　（右）宇
う

野
の

　美
み

佳
か

 さん

今年度も行います！介護職員初任者研修
　7月から予定しています。詳細はホームページをご覧ください。

利用者の視線まで姿勢を
落として、支援します。

今できていることは、継続して
 できる様、そっと見守ります。
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「みんなが安心して、しあわせに暮らせる地域づくり」
～ 住民参加・協働による地域福祉の実現 ～

令和５年度 予算概要

法人改革

重点目標
①

１　社会福祉法人としての公共性の確保
２　人材の確保・育成と組織づくり
　・ 第3次発展・強化計画の検証・評価を進めるとともに、職員主体による組織基盤強化に取り

組みます。
　・職員の心と身体の健康管理を充実し、働きやすい職場環境整備を進めます。
３　法人の基盤強化
　・ 変化の激しい社会情勢等に対応するため、業務の効率化に向けて DX の推進のほか、新たな

取り組みへの対応を検討します。
　・大規模災害に備え、市や関係機関と連携した緊急時の危機管理体制の構築を進めます。

地域福祉の推進

重点目標
②

１　住民とつくる福祉でまちづくりの推進
　・ 第５次地域福祉活動計画を総括し、評価分析及び検証を行うとともに、「塩尻市総合計画」

及び「塩尻市地域福祉計画」と密接に連携し、住民主体の実践的な活動・行動計画となる
「第６次地域福祉活動計画」の策定を進めます。

２　生活支援・権利擁護事業の実施
３　ボランティア活動の振興

介護保険・
障害福祉　

サービス事業

重点目標
③

１　要介護・要支援者の自立支援・重度化防止
　・ ふれあいセンター及びデイサービスセンターが連携し、介護予防及び認知症対策の取り組み

を推進します。
２　障害者相談支援事業の充実
３　施設の改修等
　・ 老朽化が進む施設の今後のあり方及び公用車両管理の適正化（EV 導入など）を検討します。

指定管理等

重点目標
④

１　指定管理
　・ 令和５年度末で指定管理期間が終了するふれあいセンター東部の新たな指定管理の公募申

請手続きに合わせて、今後のふれあいセンターの運営見直しとコミュニティソーシャルワー
カー（CSW）の役割明確化を検討します。

２　受託事業
　・ 地域活動支援センター（すみれの丘）、塩尻市西部地域包括支援センター及び成年後見中核

機関を設置、運営します。

令和５年度 塩尻市社会福祉協議会 事業計画及び予算

基本
理念

支出
999,277
（単位：千円）

会費収入 0.69%

医療事業収入
1.06%

その他の収入 0.18%

積立資産取崩収入
2.85%

前期末支払資金残高 1.57%
寄付金収入 0.18%

補助金収入
7.74%

受託金収入
17.99%

貸付事業収入
0.25% 人件費支出

69.91%

事業費支出
9.53%

事務費支出
9.54%

就労支援事業支出
1.04%

貸付事業支出 0.25%
助成金支出 2.08%
負担金支出 0.15%

固定資産取得支出 3.08% その他の活動による支出
2.50%

予備費 0.30%
当期末支払
資金残高
1.61%

事業収入
1.91%介護保険事業収入

41.43%

就労支援
事業収入
1.04%

障害福祉
サービス等
事業収入　
23.00%　　 収入

999,277
（単位：千円）
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聞こえない人・聞こえにくい人のことを知る
〇聞こえない・聞こえにくい状態は様々
・生まれつき聞こえない（ろう者）　　　・音声言語を取得した後に聞こえなくなった（中途失聴者）
・聞こえにくいが聴力が残っている（難聴者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等々

〇こんな思い込みありませんか・・・？

「大きな声で話せば聞こえやすくなる？」

→�耳元で大きな声で話されても聞こえない人もいます。お互いの顔がしっかり見える状態で話すことで、口の動
きや表情が伝わります。

「声を出して話せているから聞こえてる？」

→声を発していても、その人が聞こえているとは限りません。聴覚障害は外見からは分かりづらい障がいです。

「聞こえない人・聞こえづらい人はみんな手話で会話してる？」

→人によって様々です。一人ひとりに合わせたコミュニケーション方法があります。

〇コミュニケーション方法も様々 
・手話：手を使って言葉を表す「言語」の一つです。� ・読話：口の動きを読み取る方法です。
・補聴器：�音を大きくして聞きやすくする医療機器です。� ・筆談：紙や手のひらに文字などを書いて伝えます。
・要約筆記：音声情報を文字に変えて伝える通訳方法です。

手話奉仕員養成講座
実践的な手話だけでなく、聴覚障害の理解を深めることができます。
 日　　時  【夜コース】　全40回　令和５年５月10日～令和６年３月13日
 　　　　　　毎週水曜日　午後７時～午後９時
 【昼コース】　全40回　令和５年５月11日～令和６年３月14日
 　　　　　　毎週木曜日　午前10時～正午
 講　　師  塩尻手話講座運営委員会　　 受 講 料 　5,300円（DVD 付きテキスト代含む）
 募集定員  各コース20名（手話を初めて学ぶ方、市内在住・通勤の方優先）
 申込締切  令和５年５月２日（火）

要約筆記入門講座
 耳で聞こえる情報を、手書きまたはパソコンで文字にして聞こえない方に伝える方法を学びます。
 日　　時  【手 書 き コ ー ス】　令和５年６月８日・15日（木）午後７時～９時
 【パソコンコース】　令和５年７月６日・13日（木）午後７時～９時
 講　　師  要約筆記入門講座運営委員会（塩尻要約筆記グループペンペン草）
 受 講 料  250円　　　　　　 募集定員 　各コース10名
 申込締切  【手 書 き コ ー ス】令和５年６月１日（木）
 【パソコンコース】令和５年６月29日（木）

同コースとも
同じ内容で行うため
振替受講が可能です。

パソコンコース受講条件
・ パソコン操作に慣れて

いる方

秋には日曜日の講座開催も
予定しています♪

申込み・問い合わせ…塩尻市社会福祉協議会地域福祉推進センター　TEL 0263-52-2795　FAX 0263-53-5058
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見えない・見えづらい人のことを知る
〇見えない状態は様々
　・メガネ等で矯正しても視力が出ない。� ・全く見えない� ・見える視野が狭い
　・部分的に見えないところがある� ・いつもまぶしい� ・色の判別がしづらい� 等々

〇視覚障がいのサポート
・白杖：�道を歩く際に使用します。路面の情報を入手する「探り針」としての役割があります。
・盲導犬：�障害物を避けたり、段差や角を教えたり、安全に歩くためのお手伝いをしてくれます。
・点字：�感触で読み取る文字です。６つの凸点の組み合わせから成り立ちます。
・朗読、音訳：�文字情報を音声にして伝える方法です。

音訳を希望する方を募集しています。
文字を読むことが困難な方に、本・新聞等
を音訳CDにしてお届けします。
利用料金は無料です。希望される方は下記
までお気軽にお問い合わせください。

点字ボランティア養成講座
 点字の仕組みなどを学び、目の不自由な方に点字で情報を届けます。
 日　　時  全12回　令和５年 ６月７日・21日／７月12日・26日／８月９日・23日  

９月13日・27日／10月11日・25日／11月８日・22日
 　　　　 毎週水曜日　午前10時から正午
 講　　師  点字カンナの会  受 講 料  650円
 募集定員  10名  申込締切  令和５年５月31日（水）

朗読奉仕員・ボランティア養成講座
文字情報を音声にして録音し、お届けするボランティアを養成します。
 日　　時  全10回　令和５年 ６月２日・９日・16日・23日・30日  

７月７日・14日・21日・28日　８月４日　午前10時から正午
 講　　師  朗読士　池内 のりえ さん
 受 講 料  1,000円  持 ち 物  飲み物・筆記用具
 募集定員  15名  申込締切  令和５年５月26日（金）

「情報を保障する」って
 どういうこと？

奉仕員・ボランティア
 養成講座のご案内

４講座の会場は全て塩尻市保健福祉センター２階　ボランティア支援室です。

※６月９日のみ
　ふれあいセンター広丘
　集会室１

　私たちは日ごろ、聴覚や視覚を使って様々な情報を得ています。
　しかし、聴覚や視覚に障がいがあることで得られる情報に差が生まれてしまうことがあります。特に、災
害発生時等の緊急事態にきちんとした情報を得られるかどうかは、人の命に関わります。
　一人ひとりができる方法で「情報を保障すること」についてこの機会に考えてみませんか。
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パート職員募集
生活介護事業所すみれの丘
　障がいがある方が通所されるデイサービスセンターで
す。利用者の散歩の付き添いや、入浴・食事、介助、レク
リエーションの支援を行います。
【募集人数】　若干名　　　【年　　齢】　不問
【資　　格】　介護職員初任者研修修了者以上

就労支援事業所すみれの丘
　障がいがある方が通所され軽作業、農業、清掃業務を行っ
ています。作業や生活支援を行う仕事です。
【募集人数】　若干名　【年齢・資格】　不問
※ 業務内容、勤務日数、時間等詳細についてはお問い合わ

せください。

すみれ・そよ風まつりを開催します
　皆さんで楽しいひと時を過ごしませんか？ご近所お誘い
合わせてお越しください！
【日　　時】　５月27日（土）10：00～12：00
【場　　所】　すみれの丘、そよ風の家
【内　　容】　福祉施設の自主製品販売、バンド演奏等

申込・問い合わせ先 　すみれの丘（百瀬）
TEL：0263-87-4012　FAX：0263-54-6296

創作講座　受講生募集
　すみれの丘（地域活動支援センター）では、障がいがあ
る方の仲間づくり、生きがいづくりの場として、創作講座
を開催しています。
【講座内容】
〇音楽講座　月２回　火曜日　13：15～15：15
〇クラフトバンド手芸　月２回　火曜日　13：00～15：00
〇料理講座A（料理のレパートリーを増やそう）
　　　　　　　月２回　木曜日　11：30～14：00
〇料理講座 B（料理の基本を学ぼう）
　　　　　　　月１回　木曜日　11：30～14：00
※�料理講座A、Bは、新型コロナウイルス感染症対策とし
て、午前11時から１時間程度の座学のみでの開催を計
画しています。今後状況を見て調理実習等開催予定です。

【定 員】　各講座10名程度
【対 象 者】　�塩尻市内にお住まいで、各障害者手帳をお持

ちの18歳以上65歳未満の方
申込・問い合わせ先 　地域活動支援センター（すみれの丘）

TEL：0263-54-3114　FAX：0263-54-6296

特技ボランティア紹介講座　参加者募集
地域の集い等を楽しく盛り上げている特技ボランティアを
紹介します。
【日 時】　５月24日（水）10：00～12：00
【場 所】　塩尻市保健福祉センター３階市民交流室
【参加団体】　�・中国伝統芸能　変面師　・ききょうの会�

・塩尻朗読ボランティア　・フェリーチェ
【定 員】　50名（要申込）
【申込締切】　５月17日（水）※定員になり次第締切

申込・問い合わせ先 　地域福祉推進センター
TEL：0263-52-2795　FAX：0263-53-5058

背骨コンディショニング教室　受講生募集
ゆがんだ背骨を簡単な体操で整えていく教室です。
【日 時】　�６月３日～７月８日　毎週土曜日　全６回�

いずれも10：00～11：30
【場 所】　ふれあいセンター東部　教養娯楽室1, ２
【対　　象】　�市内在住で医師から運動制限の指示が出てお

らず、ご自身で来られる方。
【定 員】　�15名　※�新規の方優先
【申込期間】　５月２日（火）～５月16日（火）

令和５年度 第２期 からだづくり健康教室受講生募集
　健康運動指導士が運動プログラムをもとに丁寧に指導。
トレーニングマシンの操作を覚えて自主的な運動につなげ
るための教室です。
【日　　時】　令和５年７月５日～９月29日　（週１回）
　　　　　　○Ａコース（水曜日）10：00～11：30�全12回
　　　　　　○Ｂコース（金曜日）13：30～15：00�全12回
【場　　所】　ふれあいセンター東部　いきいき健康ホール
【対　　象】　�市内在住で医師から運動制限の指示が出てお

らず、ご自身で来られる方。
【定　　員】　�10名　※�新規の方優先
【申込期間】　�６月１日（木）～６月15日（木）

※ 申込方法、詳しい内容、持ち物等については直接センター
にお問い合わせください。

申込・問い合わせ先 　ふれあいセンター東部
TEL：0263-87-2931　FAX：0263-87-2932

お知らせ I NFORMATION

社協の取り組みや地域の福祉活動の魅力を発信する
Instagramと Twitter を開設しました。
講座やイベント等のお役立ち情報も発信します。

ぜひお友達になってね♬

【Instagram】 【Twitter】


